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　魅
　力
　あ
　る
　村
斉　・
　つ

な
ぜ
農
村
か
ら
青
年
が
出
て
ゆ
く

か
。
む
ろ
ん
、
産
業
経
済
の
急
激
な

成
長
に
よ
り
、
人
手
が
不
足
し
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。
と
い
っ
て
も
農
村

に
見
切
り
を
つ
け
る
の
は
、
こ
れ
だ

け
で
は
あ
る
ま
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

く
h
ソ

　
　
　
　
藤
　
大
　
馨

楽
し
む
よ
ゆ
う
が
な
い
、
と
こ
ぼ
す

　
農
村
の
都
市
化
は
も
の
す
ご
い
テ

ン
ポ
で
す
す
み
、
都
会
と
の
生
活
の

格
差
は
年
々
狭
ま
っ
て
い
く
。

な
か
に
は
都
市
よ
り
も
高
度
な
生
活

を
し
て
い
る
地
方
も
あ
る
。
し
か
し

一
般
的
に
い
う
と
戦
前
の
面
か
げ
が

ま
だ
ま
だ
残
っ
て
い
る
。

　
或
農
村
で
、
一
日
の
主
婦
の
労
働

時
間
を
調
べ
た
ら
、
夜
な
べ
を
入
れ

て
十
一
時
間
、
家
事
が
三
時
間
三
十

　
、

る
。
お
そ
ら
く
こ
れ
ら
が
農
村
の
実

態
で
あ
ろ
う
。

　
こ
ん
な
調
子
で
は
農
業
高
校
を
卒

業
さ
せ
て
も
、
農
業
に
魅
力
が
な
く

都
会
に
出
た
が
る
の
も
ム
リ
は
な
い

新
し
い
技
術
を
勉
強
し
た
長
男
に
「

学
問
だ
け
で
百
姓
が
で
き
る
か
」
と

も
う
叱
り
飛
ば
す
勇
気
も
な
い
。

た
だ
あ
と
を
つ
い
で
く
れ
れ
ば
よ
い

と
ハ
レ
も
の
に
さ
わ
る
よ
う
な
思
い

だ
と
い
・
つ
。

　
農
業
を
魅
力
あ
る
も
の
に
す
る
に

は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
。
新
ら
し

い
技
術
を
ど
し
ど
し
取
り
入
れ
て
作

業
時
間
を
短
縮
し
、
ハ
タ
ラ
キ
、
バ
チ

の
よ
う
な
生
活
を
改
善
す
る
こ
と
だ

農
奉
青
年
に
㌧
わ
せ
る
と
夕
方

分
睡
眠
時
間
は
六
時
間
三
十
分
そ

家
庭
の
な
カ
に
楽
し
い
フ
ン
イ
キ
を

の
五
時
に
な
る
と
、
遠
く
の
工
場
の

の
他
は
育
児
や
こ
ど
も
た
ち
の
生
活

つ
く
り
た
い
。
テ
レ
ビ
を
囲
ん
で
、

サ
イ
レ
ン
が
聞
こ
え
て
く
る
。
あ
れ

に
な
っ
て
い
る
。

一
家
だ
ん
ら
ん
の
ひ
と
と
き
を
も
つ

を
聞
く
と
百
姓
が
バ
カ
ら
し
く
な
る

又
愛
知
県
西
加
茂
郡
の
百
五
十
人

の
も
よ
い
。

L
場
で
働
く
ボ
ク
た
ち
の
仲
間
は
仕

の
農
家
の
健
康
診
断
を
し
た
と
こ
ろ

同
時
に
営
農
の
近
代
化
、
百
姓
は

争
を
お
わ
っ
て
家
に
帰
り
、
生
活
を

三
十
五
才
前
後
の
夫
婦
の
過
労
が
目

単
な
る
労
働
者
で
は
な
い
。
立
派
な

榮
し
ん
で
い
る
。
ボ
ク
た
ち
は
手
先

に
つ
い
た
そ
う
だ
。
主
婦
の
心
臓
肥

企
業
家
と
し
て
自
覚
を
も
ち
、
多
角

の
見
え
な
く
な
る
ま
で
野
良
仕
事
を

大
が
二
四
パ
ー
セ
ン
ト
、
低
血
圧
一

経
営
な
り
、
協
業
化
に
努
力
す
べ
き

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ボ
ク
た
ち
［
八
％
足
だ
る
み
三
二
％
、
肩
こ
り
が

で
あ
る
。

に
は
労
働
が
あ
る
だ
け
で
、
生
活
を

三
八
％
の
高
率
を
示
し
た
そ
う
で
あ

な
に
も
大
空
や
川
の
死
ん
だ
都
会

中
里
文
芸

　
　
七
月
投
稿

あ
お
ぐ
る
み
幾
つ
も
落
ち
て
梅
雨
な

か
ば
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
泉

追
憶
の
道
の
折
り
ふ
し
竹
者
章

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菊
子

北
向
き
の
滝
の
か
な
た
に
額
の
花

カ
　
ウ

雷
遠
の
き
仏
像
腕
の
力
抜
く

螢
と
ぶ
水
面
に
あ
わ
き
灯
を
写
し

短
夜
や
女
五
人
の
旅
の
宿

碑
の
前
後
霧
が
巽
い
て
る
登
山
口

お
の
え

山
寺
の
蔦
薬
雨
を
ゆ
り
こ
ぼ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
し
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
涼
子

頭
の
奥
の
荒
野
す
も
も
が
落
ち
つ
づ

青
い
瀬
へ
捨
身
の
よ
う
な
毛
虫
落
つ

野
を
よ
な
れ
あ
の
山
こ
の
日
む
さ
ぼ

梅
雨
寒
の
人
寄
れ
ば
火
の
恋
し
き
夜

夕
焼
へ
野
苺
ふ
く
み
水
見
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寂
子

万
緑
に
座
禅
心
の
朴
の
花

くは
ん
ざ
つ
な
街
騒
心
の
中
ま
で
蟻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
深
雪

旅
果
て
の
陽
を
た
た
み
こ
む
麦
の
秋

「野を
は
な
れ
あ
の
山
こ
の
日
む
さ
ぽ

れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
玉
泉

蚕
飼
い
す
る
灯
残
し
て
村
眠
る

選
び
く
る
七
夕
道
の
濡
れ
あ
や
め

の
生
活
に
、
あ
こ
が
れ
る
必
要
は
な

い
。
父
祖
伝
来
の
土
地
を
守
り
、
新

し
い
営
農
に
意
欲
を
も
や
せ
ば
、
前

途
に
明
る
い
希
望
が
も
て
る
。
工
場

で
機
械
に
追
わ
れ
る
生
活
よ
り
も
山

紫
水
明
の
大
自
然
を
友
に
し
て
働
い

た
方
が
、
ど
の
く
ら
い
意
義
が
あ
り

生
甲
斐
が
あ
る
か
し
れ
ぬ
。

　
公
害
が
社
会
問
題
に
な
れ
ば
な
る

ほ
ど
、
農
村
の
生
活
が
再
び
見
直
さ

驚
華
ガ
泌
げ
義
．
司
．
、
勇
泪
揃
一

　
今
月
購
入
の
本
は
次
の
通
り
で
す

雨
で
農
作
業
が
で
き
な
い
よ
う
な
時

ち
ょ
っ
と
し
た
時
問
を
利
用
し
て
読

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　
自
分
と
は
別
の
世
界
が
あ
っ
た
り

今
ま
で
気
付
か
な
か
っ
た
自
分
と
同

じ
世
界
が
あ
っ
た
り
す
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
読
書
は
、
自
分
で
知
ら
な

か
っ
た
自
分
自
身
に
出
会
う
、
そ
ん

な
機
会
を
与
え
て
く
れ
る
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　
吉
田
松
陰
と
そ
の
門
下

　
　
　
　
　
　
古
川
薫
著

小
さ
な
巨
像

　
　
　
　
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
編

　
二
十
歳
の
原
点
序
章

　
ニ
ナ
　
の
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
テ
　

　
　
　
か
ら
の
　
　

　
　
　
新
刊
図

　
　
　
　
牧
羊
子
著

日
本
人
の
意
識
構
造

　
　
　
　
会
田
雄
次
著

ア
ラ
ス
カ
物
語

に
来
て
い
る
。
都
会
と
ち
が
い
閉
鎖

的
な
農
村
で
は
、
何
を
す
る
に
し
て

も
人
の
和
が
大
切
で
あ
る
。
協
業
化

す
る
に
し
て
も
、
信
頼
感
が
な
け
れ

ば
出
来
る
も
の
で
は
な
い
。

　
人
の
和
は
ど
こ
か
ら
く
る
か
。
元

旦
の
初
詣
、
春
彼
岸
、
ひ
な
ま
つ
り

コ
イ
の
ぼ
り
、
七
夕
ま
つ
り
、
お
月

見
、
秋
彼
岸
、
村
ま
つ
り
、
除
夜
の

鐘
つ
き
四
季
と
り
ど
り
の
神
事
や
佛

唐
－
蓮
羨
裟
か
●
己
。
’
，
£
一
券
一
湘
●

圭
目
案
内

　
　
　
　
新
田
次
郎
著

あ
な
た
は
生
き
残
れ
る
か

（
大
地
震
、
都
市
防
災
へ
挑
戦
）

　
　
　
　
毎
日
新
聞
社
会
部

黒
い
福
音
　
松
本
清
張

自
刃
幕
末
志
士
の
死
に
方

　
　
　
　
富
成
博
著

若
者
た
ち
（
下
）
立
原
り
ゅ
う

新
太
陽
に
ほ
え
ろ

続
太
陽
に
ほ
え
ろ

　
　
　
　
　
魔
久
平
著

大
地
を
駈
け
る
青
春
（
上
下
）

　
　
　
　
　
須
崎
勝
弥
著

日
本
怪
談
全
集
（
I
H
）

　
　
　
　
　
田
中
貢
太
郎
著

幼
児
に
聞
か
す
日
本
怪
談
集

　
　
　
　
　
西
本
鶏
介
著

長
寿
の
百
ケ
条

　
　
　
　
　
近
藤
宏
一
一
著

花
の
生
涯
　
　
舟
橋
聖
一
著

ど
け
ち
生
活
術

　
　
　
　
　
　
士
・
本
晴
彦
著

私
を
支
え
た
言
葉

の
よ
り
ど
こ
ろ
で
あ
り
、
人
生
の
帰

依
所
で
も
あ
る
。

　
　
こ
こ
か
ら
出
て
来
て
、
や
が
て
ま

た
こ
こ
に
還
る
。
い
わ
ば
農
業
は
神

様
の
お
仕
事
で
あ
り
、
み
仏
の
業
な

の
で
あ
る
の
神
様
の
お
仕
事
、
み
仏

の
業
で
あ
る
こ
と
が
心
魂
に
通
れ
ば

ど
ん
な
苦
労
で
も
喜
ん
で
や
れ
る
。

　
ど
う
か
農
村
青
年
は
、
前
途
に
大

き
な
希
望
を
も
ち
、
魅
力
あ
る
村
づ

く
り
に
精
進
し
て
ほ
し
い
。

モ
ト
ま
ヨ
　
り
　
ロ
ご
ロ
ミ
ゑ
ロ
ま
リ
ヨ
も
ロ
ご
ヨ
ロ
ち
ほ
ま
ロ
ミ

　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
良
成
著

　
私
に
は
殺
せ
な
い

　
　
　
　
　
　
　
菊
田
昇
著

　
春
の
飛
行
　
　
曾
野
綾
子
著

　
　
眠
狂
四
郎
無
頼
控
百
話
（
上
下
）

　
　
　
　
　
　
　
柴
田
錬
三
郎
著

　
　
型
破
り
の
父
親
学

　
　
　
　
　
　
　
金
子
孫
市
著

　
　
さ
び
し
い
王
様

　
　
　
　
　
　
　
北
杜
夫
著

　
　
登
山
者
の
た
め
の
地
形
図
読
本

　
　
　
　
　
　
　
五
百
沢
知
日
也
著

　
　
略
画
辞
典
　
　
渡
辺
重
囲
著

　
　
新
ス
ピ
ー
チ
百
科

　
　
　
　
　
　
　
高
木
隆
史
著

　
　
石
付
き
盆
裁
づ
く
り
百
科

　
　
　
　
　
　
　
江
口
正
直
著

　
　
他
人
に
交
わ
る
自
分
の
方
法

　
　
　
　
　
　
　
青
春
出
版
社

　
　
池
渠
化
（
初
等
、
高
等
）

　
　
　
　
　
　
　
講
談
社

　
　
趣
味
の
水
石
百
科

　
　
　
　
　
　
　
村
田
圭
司
著

　
　
8
ミ
リ
の
撮
影
と
編
集

　
　
　
　
　
　
　
安
藤
秀
子
著

　
　
ア
ー
チ
ェ
リ
ー

　
　
　
　
　
長
谷
川
博
一
著

サ
ー
ク
ル
運
動

　
　
　
　
　
文
理
書
院

サ
イ
ク
リ
ン
グ

　
　
　
　
　
三
浦
正
仁
著

キ
ャ
ン
プ
　
日
本
テ
レ
ビ
編

宮
城
県
石
巻
町
に
医
師
の
子
と
し
て

生
れ
た
安
田
恭
輔
は
、
や
が
て
船
員

と
な
っ
て
ア
メ
リ
カ
に
渡
り
、
沿
岸

警
備
艇
に
乗
り
組
む
。
そ
し
て
、
ふ

と
し
た
事
か
ら
エ
ス
キ
モ
ー
の
生
活

に
ふ
れ
た
彼
は
、
エ
ス
キ
モ
ー
の
娘

を
め
と
り
、
貧
迫
し
た
エ
ス
キ
モ
ー
の

生
活
を
救
う
べ
く
、
妻
と
力
を
合
せ

酷
し
い
北
極
の
自
然
条
件
に
立
ち
向

い
な
が
ら
、
エ
ス
キ
モ
ー
達
の
先
頭

に
立
っ
て
力
強
く
生
き
て
行
く
。

人
生
往
来

◎
産
声
　
氏
名
父
の
名
　
部
落

広
田
　
譲
慎
　
一
　
干
溝

南
雲
　
哲
也
忠
　
行
　
　
堀
之
内

藤
ノ
木
和
人
秀
　
一
　
小
出

山
田
嘉
代
子
敏
一
　
田
代

山
田
　
悦
子
清
　
栄
　
　
芋
　
沢

恩
田
　
亘
喜
義
　
山
崎

雛
水
城
国
一
重
地

｛
難
鰯

山
本
　
チ
カ
　
　
（
七
五
）
　
小
出

　
　
　
　
　
　
　
芳
雄
（
二
六
）
荒
屋

　
　
　
　
　
　
　
町
子
（
茜
）
津
南
町

難
天
信
夫
（
一
三
）
下
山

耀
ト
徹
（
．
酵
桔
梗
原

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
崎
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1定価　1部　5円：

成
人
式
開
か
る

　
　
　
　
　
　
　
　
出
席
者
5
3

名

第
四
回
清
津
峡
ま
つ
り
開
か
る

　
上
信
越
国
立
公
園
の
中
で
も
屈
指

の
景
観
を
誇
る
清
津
峡
は
、
そ
こ
に

通
ず
る
道
路
の
整
備
や
民
宿
が
で
き

た
事
、
又
村
当
局
の
観
光
行
政
へ
の

力
入
れ
等
に
よ
り
一
層
の
脚
光
を
あ

び
て
き
た
。
こ
う
し
た
中
で
村
観
光

協
会
が
行
っ
ぐ
来
た
清
津
峡
ま
つ
り

も
今
年
で
第
四
回
を
迎
え
、
二
十
日

二
十
一
日
の
両
日
、
多
彩
な
行
事
を

盛
り
こ
ん
で
開
催
さ
れ
る
。

清
津
峡
ま
つ
り
の
主
な
行
事
。

二
＋
日
（
土
）

○
民
謡
大
会
蹄
夜
八
時
よ
り

　
　
　
　
湯
本
清
津
館
駐
車
場

○
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー

　
　
　
　
　
夜
八
時
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
瀬
戸
口

二
十
日
～
二
十
一
日

　
恒
例
の
成
人
式
が
今
年
は
七
月
九

日
に
役
場
議
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た

今
年
の
対
象
者
は
二
百
四
名
。

う
ち
出
席
者
は
五
十
三
名
（
男
三
十

．

五
名
、
女
十
八
名
）
。

　
式
は
九
時
半
す
ぎ
か
ら
始
ま
り
、

公
民
館
長
さ
ん
の
式
辞
、
来
賓
の
祝

辞
、
記
念
品
の
贈
呈
、
成
人
代
表
の

謝
辞
の
後
、
長
岡
工
業
専
門
高
等
学

校
の
竹
内
先
生
か
ら
「
立
志
と
青
年

時
代
」
と
い
う
演
題
で
講
演
を
し
て

い
．
た
だ
き
ま
し
た
。

成
人
者
の
み
な
さ
ん
は
幾
分
緊
張
し

行
政
相
談
所
開
設
の
お
知
ら
せ

た
表
情
の
中
に
も
力
強
い
自
信
を
得

た
様
子
で
し
た
。

続
い
て
祝
宴
に
う
つ
り
、
な
ご
や
か

な
、
雰
囲
気
の
う
ち
に
式
を
終
り
ま
し

た
。

高
橋
幸
作
氏
の

　
　
　
　
　
顕
彰
碑
建
立
さ
る

　
清
津
川
右
岸
開
発
と
農
叢
構
造
改

善
事
業
に
情
熱
を
傾
け
完
成
さ
せ
た

高
橋
幸
作
氏
の
顕
彰
碑
が
、
清
津
川

上
地
改
良
区
組
合
員
一
同
他
有
志
の

手
に
ょ
り
、
氏
の
功
績
を
後
世
に
残

さ
ん
が
た
め
に
建
立
さ
れ
、
去
る
二

日
除
幕
式
が
行
わ
れ
た
。

○
深
山
市
U
夜
八
時
（
二
十
旦
よ

　
　
　
　
り
午
後
四
時
（
二
十
一
日

　
　
　
　
）
ま
で

一
一
＋
一
日

○
織
物
展
天
本
”
午
前
八
時
よ
り

　
　
　
　
　
　
午
後
四
時
ま
で

　
　
　
　
清
津
館
新
館
大
広
間

O
に
じ
ま
す
釣
り
大
会

　
　
　
　
　
　
午
前
七
時
よ
り

　
　
　
　
　
　
午
後
四
時
ま
で

　
　
　
　
　
万
年
橋
附
近

　
料
金
　
前
売
券
　
一
五
〇
〇
円

　
　
　
　
当
日
券
　
一
二
〇
〇
円

　
碑
は
段
丘
地
（
上
山
）
中
央
東
部

に
建
て
ら
れ
、
そ
こ
か
ら
は
遙
か
遠

く
倉
俣
や
津
南
の
台
地
が
望
ま
れ
、

碑
は
静
か
に
大
地
の
豊
か
な
実
り
を

見
守
っ
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。

碑
文
の
中
に
「
高
橋
幸
作
氏
は
、
農
村

の
中
心
は
稲
作
で
あ
り
、
零
細
性
の

打
破
、
生
産
性
の
向
上
に
あ
る
と
し

て
い
た
。
当
時
、
中
里
村
は
誕
生
間

も
な
い
新
村
で
あ
り
、
村
内
事
情
は

き
わ
め
て
難
か
し
い
中
に
あ
っ
た
が

よ
く
融
和
を
図
り
多
く
の
発
展
へ
の

布
石
を
し
同
事
業
を
な
し
遂
げ
た
。

　
ま
た
農
業
構
造
改
善
事
業
を
と
り

人
れ
共
同
経
営
に
よ
る
機
械
化
と
一

貫
体
制
の
モ
デ
ル
地
区
と
し
た
。

か
っ
て
不
毛
な
畑
地
草
の
生
え
る
原

野
、
雑
木
が
近
代
経
営
の
美
田
地
帯

に
生
れ
変
っ
た
。
」
と
そ
の
功
績
を

た
た
え
て
い
る
。

　
国
や
県
の
行
政
に
対
す
る
苦
情
や

不
満
な
ど
、
ど
ん
な
事
で
も
結
構
で

す
の
で
、
お
気
軽
に
お
出
か
け
下
さ

い
。
心
配
ご
と
相
談
も
同
時
に
開
設

す
る
事
が
あ
り
ま
す
か
ら
ご
利
用
下

さ
い
。

　
一
日
時
　
毎
月
第
四
金
曜
日

　
　
　
　
午
後
一
時
～
四
時

　
　
　
（
今
月
は
二
十
六
日
で
す
）

　
一
場
所
中
里
村
公
民
館

　
一
行
政
相
談
員
　
山
田
正
平
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
上
山
）

　
◎
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守
ら
れ

ま
す
。

尚
昭
和
四
十
二
年
四
月
一
日
よ
り
行

政
相
談
を
担
当
さ
れ
て
い
た
関
根
隆

光
さ
ん
が
、
今
年
五
月
十
九
日
を
も

っ
て
職
を
辞
さ
れ
ま
し
た
。

あ
な
た
も
郷
土

民
謡
講
習
に
参
加

　
　
　
し
ま
せ
ん
か
ノ
。

　
中
里
村
公
民
館
で
は
、
郷
土
の
民

謡
を
皆
さ
ん
か
ら
知
っ
て
い
た
だ
き

盆
踊
り
を
ま
す
ま
す
さ
か
ん
に
す
る

た
め
、
郷
土
民
謡
講
習
を
左
記
に
よ

り
開
催
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
記

○
日
時
場
所

七
月
三
十
一
日
－
倉
俣
中
学
校
体
育

館八
月
一
日
上
高
道
山
小
学
校
体
育
館

八
月
二
日
－
田
沢
小
学
校
体
育
館

○
時
間
各
会
場
八
時
～
十
時
ま
で

で
す
。

㌧
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（
俗
信
）
昔
の
人
は
一

目
い
ま
し
た

◇
お
か
ね
様
前
の
風
邪
は
買
っ
て
も

　
　
　
　
　
　
ひ
け
（
軽
い
）
。

◇
歯
が
ぬ
け
た
時
は
下
駄
の
歯
を
鈍

　
　
　
　
　
　
で
け
ず
れ
。

◇
土
用
の
夕
立
は
作
が
い
い

◇
土
用
の
丑
の
日
に
は
大
根
を
播
い

　
　
　
　
　
　
て
は
な
ら
な
い
。

◇
や
ま
っ
く
わ
の
花
の
白
い
と
き
は

知
恵
あ
る
廃
物
利
用
を

廃
物
利
用
と
い
う
と
、
世
間
多
く

加
え
て
袋
に
入
れ
、
風
呂
に
入
れ
て

け
、
そ
の
上
に
捨
て
、
こ
れ
を
繰
り

返
し
て
准
把
を
つ
く
り
、
庭
木
や
草

花
の
肥
料
に
使
え
ま
す
。

　
今
の
子
ど
も
は
物
を
粗
末
に
し
て

◇
「
き
の
え
ね
」
に
雨
が
降
れ
ば

と
バ
チ
が
あ
た
る
。

◇
八
月
子
は
育
た
な
い
が
七
月
子
は

豊
作
。

の
人
は
、
そ
れ
は
時
間
の
観
念
の
と

沸
か
し
、
み
か
ん
風
呂
に
し
ま
す
と

困
る
と
嘆
く
親
た
ち
が
少
な
く
あ
り

六
＋
日
降
る
。

◇
南
ば
ん
好
き
な
人
に
金
か
す
な
。

育
つ
。

◇
苗
の
頭
を
チ
ョ
ン
切
る
と
穂
丈
が

ぼ
し
い
、
し
み
っ
た
れ
の
老
人
の
す

香
り
も
よ
く
、
よ
く
温
ま
り
、
そ
の

ま
せ
ん
が
、
そ
れ
は
親
が
悪
い
の
で

◇
子
・
丑
（
暦
の
上
で
）
に
か
か
る

◇
う
る
し
の
葉
を
煎
じ
た
汁
で
つ
く

◇
土
用
の
丑
の
日
に
湯
に
入
る
と
一

短
か
く
な
る
。

る
仕
事
の
よ
う
に
解
し
て
い
る
人
が

上
色
を
白
く
、
キ
メ
細
か
に
す
る
の

す
。
親
が
物
を
大
切
に
し
て
み
せ
る

と
三
日
降
る
。

っ
た
甘
酒
は
万
病
に
き
く
。

年
中
入
っ
た
と
同
じ
き
き
め
が
あ
る

◇
土
用
入
り
に
天
気
が
よ
け
れ
ば

少
く
あ
り
ま
せ
ん
。
若
い
人
こ
そ
経

に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

と
、
子
供
は
そ
れ
を
見
て
、
真
似
つ

◇
朝
雨
と
女
の
腕
ま
く
り
に
た
ま
げ

◇
子
供
が
お
茶
を
の
む
と
出
世

◇
盆
の
十
七
日
に
ラ
ッ
キ
ョ
を
植
え

豊
作
に
な
る
。

験
も
乏
し
く
、
こ
と
に
物
価
高
を
乗

古
新
聞
、
古
雑
誌
で
も
燃
や
し
た

つ
成
長
す
る
も
の
で
す
。

ん
な
（
す
ぐ
止
む
）

し
な
い
。

れ
ば
＋
七
粒
に
な
る
。

り
切
る
に
は
、
も
っ
と
物
を
大
切
に

り
、
ゴ
ミ
と
し
て
捨
て
な
い
で
し
ま

だ
か
ら
廃
物
利
用
と
い
う
こ
と
は
、

◇
盆
の
七
日
の
雨
は
三
粒
降
っ
て
も

◇
あ
っ
た
か
い
ま
ん
ま
に
洲
を
か
け

◇
河
原
の
柳
の
木
が
大
き
く
な
る
と

小
柳
定
夫

し
、
使
い
捨
て
よ
り
も
活
か
す
知
恵

っ
て
お
き
、
回
収
屋
さ
ん
に
渡
し
て

子
供
の
し
つ
け
の
う
え
か
ら
も
大
切

虫
に
な
る
。

て
喰
う
と
馬
鹿
に
な
る
。

大
水
が
で
る
。

ー
採
集
よ
り
ー

を
働
か
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

古
紙
再
生
に
役
立
て
る
事
が
で
き
ま

な
事
だ
と
痛
感
せ
ず
に
は
お
ら
れ
ま

◇
土
用
の
丑
の
日
か
ら
秋
風
が
吹
く

◇
鳥
の
巣
が
高
け
れ
ば
小
水
、
低
け

　
　
　
　
　
　
　
れ
ば
大
水
。

◇
足
長
蜂
が
高
い
所
に
巣
を
か
け
る

◇
胡
う
り
を
喰
っ
て
河
原
に
行
く
と

　
　
河
童
に
尻
ご
を
ぬ
か
れ
る
。

◇
川
に
小
便
を
す
る
と
目
が

　
　
　
　
　
　
　
つ
ぶ
れ
る
。

i
郵
政
職
員
及
び

人
事
院
関
東
事
務
局
で
は
、
昭
和

税
務
大
学
校
普
通
科
生
募
集
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
募
集
期
閲
麟
7
月
18
日
か
ら
同
月

例
え
ば
み
か
ん
の
皮
で
も
捨
て
ず
に

乾
し
て
し
ま
っ
て
お
き
、
そ
の
両
手

一
杯
分
に
つ
き
卵
の
カ
ラ
十
個
位
を

ー
■
■
o
■
一
ー
9
■
卿
●
0
6
隔
■
薗
■
醒
唇
■
■
0
閣
1
－
O
O
O
O
匿
1
■
O
O
O
－
1
・
0
0
0
瞳
曝
・
・
巳
o
曝
1
・
o
■

　
合
格
発
表
陸
十
二
月
上
旬
か
ら
下

す
。
台
所
か
ら
で
る
野
菜
ク
ズ
で
も

庭
の
一
隅
に
穴
を
堀
っ
て
捨
て
、
二

～
三
十
セ
ン
チ
に
な
っ
た
ら
土
を
か

　
尚
納
税
の
際
に
は
、
電
話
や
N
H

　
　
　
せ
ん
。
　
　
　
　
新
生
活
通
信
よ
り

■
審
屋
■
．
．
畳
ー
騒
■
■
5
0
1
1
■
●
■
0
5
1
0
1
0
0
－
8
脅
●
薗
・
1
ー

　
　
　
す
と
、
手
数
が
か
か
ら
ず
便
利
で
す

と
大
雪
。

◇
盆
に
踊
ら
ぬ
奴
は
ケ
ツ
に
ね
ん
ぶ

四
十
九
年
度
の
国
家
公
務
員
採
用
初

訂
日
ま
で

旬
を
予
定
。

K
の
受
診
料
の
払
込
み
と
同
じ
ょ
う

ま
だ
利
用
さ
れ
て
な
い
方
は
、
あ
な

◇
朝
梅
干
を
食
べ
れ
ば
そ
の
日
の
災

つ
が
で
き
る
。

級
試
験
を
実
施
し
ま
す
が
、
こ
の
中

受
験
資
格
艮
昭
和
2
6
年
4
月
2
日

受
験
手
続
昌
申
し
込
用
紙
は
近
く

に
、
預
金
口
座
か
ら
自
動
的
に
支
払

た
が
預
金
を
し
て
い
る
金
融
機
関
ま

難
を
の
が
れ
る

◇
テ
ン
カ
ン
を
起
し
た
と
き
頭
に
草

に
は
郵
政
職
員
の
募
集
も
含
ま
れ
て

か
ら
同
詑
年
4
月
1
日
迄
に
生

の
郵
便
局
へ
。

わ
れ
る
振
替
納
税
制
度
を
利
用
し
ま

た
は
税
務
署
に
ご
相
談
下
さ
い
。

◇
子
を
産
ん
だ
と
き
梅
干
を
食
べ
る

一
〇
〇
■
O
■
■
■
一
廟
一
〇
一
■
駒
．
卿
廓
．
●
■
■
臼
鳴
■
0
■
一
一
一
●
0
一
一
■
●
一
■

　
生
活
改
善
の
一
つ
と
し
て
冠
婚
葬

　
　
　
履
を
の
せ
る
と
な
お
る
。

＝
＝
■
＝
＝
一
＝
＝
＝
＝
＝
一
。
＝
＝
＝
＝
…
＝
＝
＝
3
6
＝
・
＝
＝
署
．
＝
3
＝
＝
＝
・
＝
－
＝
＝
3
＝
＝
言

長
女
の
結
婚
式
は
神
前
で
披
露
宴
は

い
ま
す
。

式
を
見
て
改
善
の
必
要
性
と
会
費
制

れ
た
方
。

採
用
予
定
人
員
”
郵
政
事
務
A
（

又
、
税
務
大
学
校
普
通
科
生
も
募
集

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
国
家
公
務
員

輸
血
代
金
の
自
己
負
担
金
が

祭
の
簡
素
化
運
動
が
叫
ば
れ
て
か
ら

久
し
い
。
し
か
し
、
一
面
古
い
習
慣

会
費
制
を
と
り
、
百
人
以
上
の
人
が

参
加
し
た
。
会
費
制
に
つ
い
て
は
結

の
良
さ
を
体
得
し
た
私
の
長
男
は
、

率
先
し
て
会
費
制
の
結
婚
式
を
持
ち

男
、
女
）
。
信
越
地
域
約
二
十

人
、
関
東
地
域
約
九
百
五
十
人

採
用
初
級
試
験
（
税
務
）
の
合
格
者

の
中
か
ら
選
考
さ
れ
る
事
に
な
り
ま

無
料
に
な
り
ま
し
た

の
良
さ
を
残
す
こ
の
種
の
儀
式
は
い

婚
す
る
二
人
か
ら
も
妻
か
ら
も
最
初

出
し
て
き
た
。

郵
政
事
務
B
（
男
）
。
信
越
地

す
。
募
集
要
領
に
つ
い
て
は
、

今
ま
で
は
輸
血
を
受
け
た
時
、
輸

氏
名
、
保
険
証
記
号
番
号
、
送
金
を

う
は
易
い
が
改
善
す
る
こ
と
の
難
し

は
反
対
さ
れ
た
。
し
か
し
簡
素
化
は

も
ち
ろ
ん
私
ど
も
は
大
賛
成
、
若

域
約
五
十
人
、
関
東
地
域
約
千

受
験
資
格
“
昭
和
2
9
年
4
月
2
日

血
代
金
の
一
部
負
担
金
を
支
払
っ
て

受
け
る
農
協
、
銀
行
、
口
座
番
号
等

さ
を
誰
し
も
が
承
知
し
て
い
る
。

私
の
長
い
間
の
持
論
で
あ
り
誰
か
が

い
二
人
を
中
心
と
し
た
披
露
宴
で
多

五
十
八
。

か
ら
同
32
年
4
月
1
日
ま
で
に

お
り
ま
し
た
が
、
四
月
一
日
以
降
輸

）
を
記
入
し
、
医
療
機
関
の
証
明
書

そ
れ
で
も
何
と
か

し
て
改
善
し
な
け

れ
ば
お
互
い
に
困

る
こ
と
に
な
る
と

や
る
気
が
あ
れ
ば
で
き
る
簡
素
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
　
川

　
　
　
　
　
　
　
数
の
参
加
者
の
祝

　
　
　
　
　
　
　
福
を
受
け
る
事
が

　
　
　
　
　
　
　
で
き
た
。
や
る
気

正
　
治
　
　
に
な
れ
ば
で
き
る

試
験
日
“
第
一
次
試
験
は
十
月
六

　
日
。
第
二
次
試
験
は
十
月
下
旬

か
ら
＋
一
月
下
旬
を
予
定
。

試
験
地
“
信
越
管
内
で
八
会
場

　
　
生
れ
た
方
。

と
な
る
他
は
郵
政
職
員
の
場
合
と
同

様
で
す
。
申
し
込
み
用
紙
等
は
十
日

町
税
務
署
へ
。

血
を
受
け
た
人
の
う
ち
、
一
部
負
担

金
を
支
払
っ
た
人
に
こ
の
金
額
を
申

請
に
よ
っ
て
払
い
戻
す
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
申
請
手
続
は
次
の
通
り
で

を
添
付
し
て
「
新
潟
市
関
屋
下
川
原

町
一
の
三
の
十
二
県
赤
十
掌
血
液
セ

ン
タ
i
（
〒
9
5
1
）
」
に
送
付
し

て
下
さ
い
。

い
う
意
見
が
婦
人
団
体
な
ど
の
集
会

の
声
と
し
て
出
さ
れ
る
。

私
の
体
験
か
ら
す
れ
ば
冠
婚
の
と
き

隣
近
所
親
せ
き
の
思
惑
な
ど
考
え
ず

に
、
あ
く
ま
で
も
二
人
の
結
婚
式
と

い
う
考
え
に
立
っ
て
行
え
ば
案
外
苦

も
な
く
改
善
で
き
る
も
の
と
思
う
。

や
ら
な
け
れ
ば
や
が
て
皆
が
困
る
と

何
日
も
か
か
っ
て
説
得
し
た
。

そ
の
結
果
、
有
志
の
司
会
者
に
よ
っ

て
披
霞
妥
は
会
費
制
で
進
め
ら
れ
、

多
数
の
人
か
ら
祝
福
さ
れ
た
若
い
人

二
人
は
幸
せ
そ
う
だ
っ
た
。

そ
し
て
四
年
後
の
今
年
、
姉
の
結
婚

生
活
改
善
、
そ
の
た
め
主
唱
す
る
人

自
ら
や
ら
な
け
れ
ば
進
む
も
の
で
は

な
い
。
い
か
に
立
派
な
申
し
合
せ
も

一
つ
一
つ
実
行
し
な
く
て
は
生
活
改

善
は
絵
に
画
い
た
餅
に
終
わ
っ
て
し

ま
う
。

　
　
　
　
　
　
新
生
活
通
信
よ
り

所
得
税
第
一

　
　
　
納
税
は
七
月
三
十

　
七
月
は
所
得
税
の
予
定
納
税
第
一

期
分
の
納
税
を
す
る
月
で
す
。

納
税
額
は
先
月
中
旬
に
税
務
署
か 期

分
の

　
　
　
　
　
　
　
一
日
ま
で

　
　
ら
通
知
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の

　
　
金
額
を
今
月
三
十
一
日
ま
で
に
納
め

　
　
　
る
事
に
な
っ
て
い
ま
す
。

す
の
で
四
月
一
日
以
降
輸
血
を
受
け

た
人
は
早
目
に
手
続
を
し
て
下
さ
い

日
輸
血
を
受
け
た
人
で
一
部
負
担

金
を
支
払
っ
た
人
又
は
そ
の
代
理
人

の
申
請
で
行
う
。

　
の
支
給
申
請
は
「
血
液
代
金
支
給

申
請
書
」
こ
所
定
の
事
項
（
住
所
、

　
日
申
請
書
は
各
医
療
機
関
に
備
え

付
け
て
あ
り
ま
す
。

な
か
さ
と
の

原
稿
〆
切
日
は

毎
月
七
日
で
す

古

諺

昨
日
は
人
の
身
、

今
日
は
へ
．
が
身

昭和49年7月15日とさかな（禦灘欄）3）216号

1
青
年
大
会
中
魚
沼
大
会
－

中
里
チ
ー
ム
健
闘
！

　
　
　
　
　
六
種
目
中
四
種
目
を
制
覇

　
去
る
六
月
十
六
日
郡
内
各
地
で
行

わ
れ
た
県
青
年
大
会
で
、
中
里
村
チ

ー
ム
は
各
種
目
に
健
闘
、
優
秀
な
成

績
を
収
め
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
野

球
、
籠
球
、
排
球
（
女
）
の
ニ
チ
ー

ム
は
今
月
十
四
日
加
茂
市
で
行
わ
れ

る
中
越
予
選
に
、
又
卓
球
チ
ー
ム
は

八
月
二
十
五
、
六
日
に
柏
崎
市
で
行

わ
れ
る
県
大
会
に
そ
れ
ぞ
れ
出
場
が

決
り
ま
し
た
。
結
果
は
次
の
と
お
咳

　
　
〔
野
球
〕

　
一
位
　
中
里
村

　
二
位
　
津
南
町

　
三
位
　
　
川
西
町

　
　
〔
籠
球
〕

　
一
位
　
中
里
『
村

　
二
位
　
．
川
西
町

　
三
位
　
津
南
町

　
　
〔
排
球
〕

男
子
　
一
位
　
川
西
町

　
二
位
　
津
南
町

循
環
器

』
一
位
　
中
里
村

女
子
　
一
位
　
中
里
村

二
位
　
津
南
町

｛立f立位＿f立｛立位＿イ立
　　　　　剣　　　　　　卓
　　　　　道　　　　　　球

津中川〕川津中〕月1
南里西　西南里　西田f　拳士田f　　　田∫田fノト手　　　田∫

　
　
　
（
脳
卒
中
）

検
診
実
施
の
お
知
ら
せ

　
例
年
行
っ
て
お
り
ま
す
循
環
器
検

診
を
入
7
年
も
県
医
師
会
、
郡
医
師
会

保
健
所
の
協
力
を
得
て
、
次
の
要
領

で
行
い
ま
す
の
で
、
対
象
者
は
全
員

検
診
を
受
け
、
恐
し
い
脳
卒
中
を
防

ぎ
ま
し
ょ
・
つ
。

一
期
臼
晒
七
肩
二
十
九
～
三
十
一
日

　
　
　
（
日
程
表
を
各
世
帯
に
配
付

　
　
　
　
い
た
し
ま
す
。
）

一
会
場
闘
田
沢
小
学
校

」
対
象
者
目
四
十
才
～
六
十
．
五
才
ま

　
　
　
　
　
で
の
人
で
、
事
業
所
等

　
　
　
　
に
勤
務
し
て
い
な
い
人

一
経
費
目
一
次
検
診
の
み
で
終
る
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
笹
川
料

　
　
　
　
一
次
検
診
の
結
果
二
次
検

　
　
　
診
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら

　
　
　
な
い
人
　
　
　
．
二
百
円

中
里
村
に
於
け
る
過
去
五
年
間
の
検

診
状
況
へ
二
次
検
診
者
）
は
ド
欄
表

の
と
お
り
で
す
。

ー
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
－

　
　
　
健
闘
及
ば
ず
／
●

　
去
る
六
月
．
一
士
二
日
、
第
卜
回
県

民
ス
ポ
ー
ツ
の
日
の
行
事
と
し
て
、

津
南
町
総
合
セ
ン
タ
ー
で
郡
市
婦
人

、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
行
な
わ
れ
ま

し
た
が
、
中
里
村
の
田
沢
、
倉
俣
両

チ
：
ム
と
も
健
闘
し
ま
し
た
が
、
人

賞
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
婦
人
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
は
、
年

々
、
各
町
村
の
技
術
や
力
が
向
ヒ
し

て
き
た
た
め
、
い
ず
れ
の
試
合
も
接

戦
と
な
り
、
た
い
へ
ん
兄
応
え
の
あ

る
大
会
で
し
た
。

　
選
ヂ
は
来
年
川
．
西
町
で
行
な
わ
れ

る
大
会
で
の
健
闘
を
誓
い
あ
っ
て
解

散
し
ま
し
た
。

　
大
会
成
績
は
次
の
と
お
り
で
し
た

優
勝
　
r
日
．
則
A
チ
ー
ム

ニ
位
津
南
町
B
チ
ー
ム

．
二
位
　
川
．
西
町
A
チ
ー
ム

．
．
一
位
津
南
町
A
チ
ー
ム

集
団
講
習
の

　
　
　
お
し
ら
せ

　
免
許
書
更
新
時
の
講
習
会
が
行
わ

れ
ま
す
。
通
知
の
あ
っ
た
人
は
忘
れ

ず
に
受
講
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

　
日
時
　
ヒ
月
二
十
九
日

　
　
　
　
　
午
後
一
時
よ
り

　
場
所
　
中
駐
村
飼
育
所

年
　
次

対
象
者

受
診
者

脳
卒
中
に
よ
る

　
　
　
死
亡
者

四
四
年

五
八
九
人

五
四
三
人

二
五
人

四
五
年

七
六
八
人

五
六
二
人

二
一
人

四
六
年

九
九
三
人

七
八
九
人

二
二
人

四
七
年

一
、
〇
九
四
人

八
四
七
人

二
一
人

四
八
年

．
、
一
七
六
人

八
九
六
人

二
九
人

郵
政
省
で
は
保
障
を
得
な
が
ら
ユ

じ
を
お
楽
し
み
い
た

だ
／
＼
割
増
金
付
き

簡
易
保
険
を
五
月
一

日
か
ら
発
売
し
て
お

り
ま
す
。
大
い
に
御

　
　
　
さ
い
の

◎
礒
の
種
類
芋
る

年
払
込
満
期
養
老
。
当

◎
綴
繭
釧
籍
本

　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
“
保
険
金
額
五
十

　
　
　
　
　
　
　
　
リ
セ

　
が
り
ベ
ロ
と
し
ヤ
　
る

山
ご
と
に
く
じ
本

　
　
　
　
　
　
　
　
5

　
引
票
一
枚
。

◎
本
年
度
の
取
扱
い
期
間

くじつき簡易保険発売

第
一
回
　
、
五
月
～
六
月

第
二
回
　
七
月
～
八
月

第
三
回
　
九
月
～
十
月

第
四
回
十
一
月
～
十
三
月

◎
賞
金
（
割
増
金
）

　
　
　
　
一
万
口
を
一
組
と
し
て

二
等
三
等
四
等
五
等

五一十百五
千万万1」亘
円円円円1フ
　　　　円

諒末麻

（
詳
し
く
は
郵
便
局
へ
）

人
権
コ
ー
ナ
ー

明
る
い
近
隣
関
係
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
く
り
ま
し
ょ
う

最
近
、
個
人
の
権
利
意
識
が
強
く

な
っ
て
、
個
人
主
義
が
確
立
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
反
面
、
社
会
の
生
活
も

複
雑
に
な
っ
て
、
家
庭
に
お
き
ま
す

隣
り
近
所
の
連
帯
感
が
う
す
れ
て
き

た
こ
と
は
否
め
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
、

地
価
が
高
騰
を
続
け
て
い
ま
す
の
で

わ
ず
か
な
土
地
で
も
利
用
し
ょ
う
と

す
る
こ
と
か
ら
、
隣
り
近
所
の
ト
ラ

ブ
ル
は
ま
す
ま
す
ふ
え
て
、
近
所
の

お
付
合
い
も
一
層
深
刻
に
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
な
か
に
は
、

相
隣
関
係
の
法
規
等
が
認
識
さ
れ
て

い
な
い
ば
か
り
に
、
感
情
的
に
対
立

し
て
、
む
だ
な
ト
ラ
ブ
ル
や
人
権
問

題
を
お
こ
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
見
受

け
ら
れ
ま
す
。

　
近
隣
関
係
を
円
満
に
確
立
し
て
毎

日
を
楽
し
く
暮
ら
す
た
め
に
は
、
信

義
と
誠
実
の
原
則
や
互
譲
の
精
神
が

強
く
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

新
△
吾
貝
募
集

　
清
津
さ
．
さ
波
会
で
は
新
会
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
民
謡
と
民
踊
に
関

心
の
あ
る
方
は
、
佐
藤
モ
ー
タ
ー
ス

　
（
T
E
L
二
〇
一
．
ご
に
申
し
込
ん

で
下
さ
い
。


